
2
年
が
か
り
、
喜
び
分
か
ち
合
う

諏
訪
市
四
賀
普
門
寺
区
の
有
志
ら

諏
訪
市
四
賀
普
門
寺
区
の
有
志

が
中
心
と
な
っ
て
名
所
再
生
に
取

り
組
ん
で
き
た
地
元
の
採
石
場
跡

地
「
華
石
」
の
公
園
化
が
完
工
し
、

2
0
日
、
区
民
と
行
政
や
地
元
の
関

係
者
を
招
い
て
お
祝
い
の
式
典
が

現
地
で
行
わ
れ
た
。
昭
和
3
0
年
代

の
操
業
以
降
、
雑
木
が
茂
り
、
ご

み
の
不
法
投
棄
で
荒
廃
し
た
地
を

根
気
強
く
切
り
開
き
、
地
域
住
民
、

行
政
へ
の
理
解
と
協
力
も
広
げ
な

が
ら
2
年
が
か
り
で
完
成
。
亘
り

遂
げ
た
誇
り
を
胸
に
、
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
た
。
（
日
比
野
真
由
美
）

有
志
の
東
山
地
域
里
山
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
伊
藤
為
幸
代
表
）

が
、
次
代
に
つ
な
が
る
地
域
を
作

ろ
う
と
、
地
元
の
名
所
旧
跡
に
手

を
入
れ
て
光
を
当
て
る
活
動
の
手

始
め
に
取
り
組
ん
だ
。
数
人
の
有

志
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
熱
意

が
区
民
、
山
林
管
理
の
関
係
団

体
、
地
元
企
業
の
共
感
を
呼
び
、

延
べ
3
5
0
人
以
上
が
作
業
に
汗

し
た
。
市
、
県
も
支
援
を
寄
せ
た
。

作
業
で
木
の
茂
り
に
隠
れ
て
い

た
高
さ
3
0
㍍
超
、
幅
数
百
㍍
に
渡

る
平
石
の
堅
「
幕
岩
」
が
あ
ら
わ

と
な
り
、
造
形
の
壮
観
さ
と
と
も

に
諏
訪
の
産
業
の
歴
史
を
物
語
る

〝
遺
産
″
の
価
値
も
高
ま
っ
た
。

西
側
は
諏
訪
盆
地
一
．
望
の
景
観
が

生
ま
れ
、
古
御
柱
を
使
っ
た
展
望

デ
ッ
キ
、
休
憩
場
所
、
ト
イ
レ
な

ど
を
配
し
た
。

式
に
は
約
1
5
0
人
が
参
加
。

伊
藤
代
表
は
「
多
く
の
い
ろ
い
ろ

な
人
の
協
力
で
完
成
で
き
た
。
本

当
に
う
れ
し
い
」
と
感
謝
し
、
次

幕
岩
を
背
景
に
和
太
鼓
や
ラ
ッ
パ
、
木
遣
り
が
彩
り
を
添
え
た
式
典

完
工
を
祝
っ
て
制
作
し
た
幕

岩
の
四
季
の
カ
レ
ン
ダ
ー

の
名
所
再
生
へ
の
意
欲
を
み
せ

た
。
金
子
ゆ
か
り
諏
訪
市
長
、
竹

花
顕
宏
県
地
域
振
興
局
長
ら
が
祝

辞
を
寄
せ
、
地
元
の
足
長
剛
勇
太

鼓
、
木
潜
り
、
四
賀
ふ
も
ん
じ
ラ

ッ
パ
隊
が
演
奏
で
彩
を
添
え
た
。

同
太
鼓
連
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
初

披
露
、
ラ
ッ
パ
隊
も
昨
秋
の
発
足

以
来
初
め
て
の
舞
台
で
、
巨
大
な

岩
が
反
響
板
と
な
っ
て
迫
力
あ
る

音
色
が
広
が
っ
た
。

初
め
て
訪
れ
た
地
元
の
女
性
た

ち
は
「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
場

所
が
あ
る
と
知
ら
な
か
っ
た
。
皆

の
力
は
す
ご
い
。
末
長
く
楽
し
い

公
園
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
感
じ

入
り
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ

る
百
瀬
淳
一
区
長
は
「
当
初
は
想

像
も
で
き
な
か
っ
た
見
事
な
眺

め
。
酷
暑
の
中
で
も
み
ん
な
一
生

懸
命
に
頑
張
っ
た
か
い
が
あ
る
。

し
っ
か
り
維
持
管
理
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

幕
岩
公
図
の
四
季

カ
レ
ン
ダ
ー
制
作

公
園
完
成
を
祝
っ
て
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
幕
岩
公
園
Ⅵ
魅
力
を
伝

え
る
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
し
た
。
メ

ン
バ
ー
が
撮
り
貯
め
た
約
2
0
0

0
枚
の
中
か
ら
四
季
折
々
の
景
色

を
収
録
し
た
。
式
の
記
念
品
と
し
、

区
内
全
戸
に
配
布
す
る
計
画
だ
。


